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にもなりました｡ そのうちの 136頭が "下痢症"
で削痩し衰弱して死亡 したものです｡単純にその
死亡率を算出すると24%になり,"収容"したニホ


























































































































この数字には供給したものも母数に含めていま 後 1年目･2年目の死亡率は,前者が44.8% (116


















































月 別 死 亡 数












4 11 10 1
2 8 2
2 1 1
1 9 10 1
5 5 1
9 37 28 6
1 1 7 4 2 22
1 1
1 1
2 1 1 30
1 2
1 3 1 6








5 9 3 21 9 6 136
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表5 春 日 群 の 死 亡 率
Adalt nonAdalt
頭数 死亡数 死亡率 頭数 死亡数 死亡率
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お わ り に
"収容"したニホンザルの約 4分 1が "下痢症'
から削痩し衰弱して死亡 していまいました｡この
事実からも,多数の野生ニホンザルを飼育するこ
とは,適切な飼育環境を持ち合わせていなかった
ことも含めて,私共の力量にはあまるものであっ
たことを示 しています｡
今 もって 猿`害駆除'ということで,ニホンザ
ルが射殺されたり,捕獲されたりすることが後を
断っていません｡ これら "猿害'の背景には,野
生ニホンザルの生息環境の破壊があることは充分
に予想できることです｡それに関する調査とか,
あるいは,捕獲以外の可能性や捕獲後のことが充
分に検討もされないまま,安易にニホンザルが射
殺されたり,捕獲されたりすることに大きな疑問
を感ぜざるを得 ません｡
私共の苦い経験をふまえ,もっと大きなレベル
での対応がなされることを切に希望するものです｡
#
表 7 諸臓器から分離された細菌
剖検No. Proteusmorgani
3503 小腸,大腸
##
3506
3507 大腸
3508 大腸,柿
Proteusvulgaris Proteusrettgeri
冒,小腸
※胃,小腸,大腸,肝臓,牌臓,腎臓,副腎,肺
欺瀬リファンピシン投薬後発死した個体
